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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2023年　8月号

～お盆のお供え～

京都では お盆の間、お精霊さんをおもてなしする特別な食事をお供えします。

１３日はお迎え団子を供え、あの世からの道中の疲れを癒して貰います。１４日は

魔除け効果と、五穀豊穣を祈願しておはぎ。１５日は白蒸しのおこわ、送り団子、

あらめと揚げの煮物をお供えします。かつての京都は、職人や商いをする家が

多く、その忙しさから、家庭で食べるおかずを店で買っていました。お盆にお供え

する団子やおはぎ、白蒸しも同様で、今もお盆前になると京都の餅屋さんには、

お迎え団子などが並び、夏の風物詩になっています。１６日の朝は、あらめの

ゆで汁を玄関先や家の門口に撒き、そうすることで、お精霊さんが未練を残さず

無事あの世に帰れるとされます。このゆで汁を撒く行為は 「追い出しあらめ」 と

呼びます。また、京都では食の名付け方も独特です。15 時にお供えするお精霊

さんのおやつを、食事が朝 ・ 夕 2 回だった頃の間食に由来する京ことばで、間水

と言い、ご先祖様にお供えする白餅の事を 「おけそくさん」 と呼んでいます。

お供え物を置く際の、足の長い台を華足と言い、この名前から、上に盛る餅を 

おけそくさんと呼ぶようになりました。
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